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発表の流れ 

1. 筒砂子ダム建設の目的 
2. コスト面 
3. 治水面 
4. 利水面 

 



筒砂子ダム建設の目的 

 
・ダム地点の洪水調節 ⇒ 洪水対策 
 
・流水の正常な機能の維持と増進 ⇒ 渇水対策 
 
・灌漑用水の補給 



過去の大きな洪水 

・昭和２２年９月洪水  カスリーン台風  

・昭和２３年９月洪水  アイオン台風 

   



鳴瀬川流域の洪水による被害 

・昭和２２年９月  カスリーン台風 

 

   床上浸水：1,150戸 、 床下浸水：1,450戸 

 

 

・昭和２３年９月、昭和２５年８月、昭和６１年８月、近年でも平成６年９月、平成１４年７月、平成２３年９月に
浸水被害が発生 

 

 

 

 



過去の渇水被害 

 
 
 
・昭和６０年、平成６年、 
平成２４年に深刻な水不足 
 
 

木間塚大橋下流（鳴瀬川14km付近）の瀬切れ状況 



灌漑用水 

 
・鳴瀬川流域は穀倉地帯であり、 
平地の約６３％の耕地で稲作 
 
・鳴瀬川流域の水利用のうち 
灌漑用水が８割 
 
 

鳴瀬川流域の水利用 



鳴瀬川総合開発事業および 
    筒砂子ダム建設事業の費用対効果 

社会的純便益 B−C=73億円 
 

費用対効果  B/C=1.1 



総便益の内訳 



総費用の内訳 



総事業費の比較 



鳴瀬川の治水事業候補 

• ダム（漆沢ダムと筒砂子ダムを想定） 
• 遊水地 
• 河道掘削 

 

         ダム以外のみで計画高水流量を 
       達成することは可能なのか？？ 



不可能 
    では 
       ない 
しかしデメリットが多い！ 



遊水地のみでのデメリット 

ダム無しでは160haの土地を遊水地として確保しなければならない！ 
 



鳴瀬川下流域の土地の重要性 

•鳴瀬川関係市町村は、宮城の生産量
の5割を占める 

•大崎地域では県営の事業を実施したほ
どの優良農地となった平野部を含む 



河道掘削のみでは。。。 

• 河道配分流量が三本木基準点において、Q=400m3/s大きくなり、河
道掘削量が約310万m3(陸上掘削約190万m3、水中掘削約120万
m3)増える。 
 

         これに付随して様々な問題が起こる！！ 
 



河道掘削量が増える問題点 

•周辺環境への影響 
•近隣住民への影響 



河道掘削のデメリット 

河道の流下能力を向上させるが、効果が発
現するのは工事の対応箇所付近、水位が低
下するのはその上流のみ。全川通して未だ
流下能力の低い鳴瀬川では、ダム無しの計
画となるとこれ以上の掘削が必要となり、事
実上困難！！ 



鳴瀬川の取水施設 

• 鳴瀬川には34の取
水施設がある。 

• 鳴瀬川の流量が乏
しく、水不足が日常
化 

• 下流の取水量の大
きい鳴瀬川中流堰
で計画取水量を取
水できない日が、ほ
ぼ毎年（36年/40年） 



鳴瀬川利水の現状 

日常的な番水 
• 導水路の浚渫や応急ポンプの設置により取水確保の対応 
• 番水制や応急ポンプによる農業排水から用水への反復利用で対応 

 

渇水状況 
• 平成６年 ：水系全体の約42%で用水傷害が発生 
• 平成２４年： 漆沢ダムの貯水率30%、漆沢発電所が取水停止 



利水対策 

•ダム  
•ため池 
•  堰 
•  調整池 
•  地下水 



ダムによる必要水量の確保 

• 河川の流水を貯留する構造物であり、これを水源とする 
• 取水可能地点は、導水路の新設を前提としない場合はダム下流 
• 現計画では田川ダム8,300千m3、筒砂子ダム18,500千m3の利水容
量（合計26,800千m3）を確保している。 



ため池による必要水量の確保 
• 主に雨水や地区内流水を貯留するため池を設置（かさ上げ）するこ
とで水源とする方策 

• 現在25箇所のため池が利用されており、総貯水容量は3,813千m3 
• この容量は、現計画における田川ダムと筒砂子ダムの利水容量

26,800千m3のおよそ7分の1（14%）程度と小さい 
• 必要水量を確保することは困難 

 

環境への影響 

• 植物や生物が見られるようになるが、強度を維持する 

ためには大きな草木を取り除くなどの整備が必要である。 

• 水質汚濁が進むと悪臭などの問題が生じる。 



堰による必要水量の確保 

• 河川に堰を設置することにより、淡水を貯留し、水源とする方策 
• 新たな堰の設置可能箇所は３つ 
• 3堰の総貯水容量は、2,823千m3 
であり、田川ダムと筒砂子ダムの 
利水容量26,800千m3の約９分の１ 
• 必要水量を確保することは困難 
 

環境への影響 

工事の過程（護岸工事や浚渫）や、魚の遡上を妨げる 

ことによって生態系が破壊されることがある。 



河道外調整池による必要水量の確保 

• 河道外に貯水池を設け、河川の流水を導水し、貯留することで水源
とする 

• 調整池による必要水量の確保は可能 
• 流水の正常な機能の維持だけでもダムによる現計画に対して約690
億円コストが増大 

• 鳴瀬川流域は宮城県の米の生産量の約５割を 
占める優良農地 



地下水による必要水量の確保 

• 鳴瀬川流域（古川地域）では 
地盤沈下が確認されており、 
宮城県環境基本計画において 
「長期監視を継続して、 
地盤沈下の未然防止に努めます」 
となっている。 
• 地下水取水による地盤沈下が懸念される地域であるため、実現性
に乏しい 



利水まとめ 

• 調整池の設置はコスト的に不利である 
• ため池での水量確保は十分ではない 
• 堰での水量確保は十分ではない 
• 地下水を利用すると、地下水取水による地盤沈下が懸念される地域
である 

 
利水の観点から、ダムを活用する案が実現性やコストの面から有利
である。 



おわり 
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